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はじめに

『Sun Integrated Lights Out Management 2.0 補足マニュアル Sun Blade T6320 サー
バーモジュール』は、『Sun Integrated Lights Out Manager ユーザーズガイド』の
情報をプラットフォームに固有の追加情報で補足するものです。このマニュアルで
は、すべてのプラットフォームに共通の一連の機能を補足する、Sun Blade T6320 
サーバーモジュール用の Integrated Lights Out Manager (ILOM) ファームウェア機
能について説明します。ILOM ファームウェアは、Sun Blade T6320 サーバーモ
ジュールを管理するために使用されます。

お読みになる前に
このマニュアルの情報を十分に活用するには、UNIX® コマンドの知識と経験が豊富
で、次のマニュアルで説明されている項目について十分な知識を備えている必要があ
ります。

■ 『Sun Blade T6320 Server Module Product Notes』 

■ 『Sun Integrated Lights Out Manager ユーザーズガイド』 

■ 使用する Sun Blade モジュラーシステム (シャーシ) 用の ILOM CMM マニュアル

マニュアルの構成
第 1 章では、Sun Blade T6320 サーバーモジュール用 ILOM について紹介します。

第 2 章では、ホストに関する Sun Blade T6320 固有の機能の管理について説明しま
す。
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第 3 章では、サービスプロセッサ (SP) に関する Sun Blade T6320 固有の機能の管理
について説明します。

第 4 章では、システムデバイスに関する Sun Blade T6320 固有の機能の管理について
説明します。

付録 A では、IPMI センサーデータ (/SYS 名前空間) を示します。

付録 B では、ILOM のコマンドとプロパティーに対応する ALOM CMT 互換シェル
のコマンドとプロパティーのリストを示し、説明します。

索引は、必要な情報を見つけるのに役立ちます。

UNIX コマンドの使用
このマニュアルには、システムの停止、システムの起動、およびデバイスの構成など
に使用する基本的な UNIX コマンドと操作手順に関する説明は含まれていない可能
性があります。

この情報については、次のいずれかを参照してください。

■ 使用しているシステムに付属のソフトウェアマニュアル

■ 下記にある Solaris™ オペレーティングシステムのマニュアル

http://docs.sun.com 
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書体と記号について

注 – ブラウザの設定に応じて、文字の表示が異なります。文字が正しく表示されな
い場合、ブラウザの文字エンコーディングを Unicode UTF-8 に変更してください。

書体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディ

レクトリ名、画面上のコン
ピュータ出力、コード例。

.login ファイルを編集します。

ls -a を実行します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画

面上のコンピュータ出力と区別
して表します。

マシン名% su
Password:

AaBbCc123 コマンド行の可変部分。実際の

名前や値と置き換えてくださ
い。

rm filename と入力します。

『 』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「 」 参照する章、節、または、強調

する語を示します。

第 6 章「データの管理」を参照。

この操作ができるのは「スーパー

ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキ

ストがページ行幅を超える場合
に、継続を示します。

% grep ‘^#define \
  XV_VERSION_STRING’
はじめに xi



シェルプロンプトについて

関連マニュアル
Sun Blade T6320 サーバーモジュールのマニュアルは、次の Web サイトで入手でき
ます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/blade.t6320 

そのほかの Sun のマニュアルは、次の Web サイトで入手できます。

http://jp.sun.com/documentation/

シェル プロンプト

UNIX の C シェル machine-name%

UNIX の Bourne シェルと Korn シェル $

スーパーユーザー (シェルの種類を問わない) #

OpenBoot™ PROM ファームウェア ok 

ILOM コマンド行インタフェース (CLI) -> 

ALOM CMT 互換シェル sc> 

用途 タイトル Part No.

Sun Blade T6320 サーバーモジュールの

マニュアル

『Where to Find Sun Blade T6320 Server Module 
Documentation』 

820-3051

最新情報  『Sun Blade T6320 Server Module Product Notes』 820-2383

安全性に関する情報  『Sun Blade T6320 Server Module Safety and 
Compliance Guide』 

820-2387

『Important Safety Information About Sun 
Hardware』 

816-7190

サーバーモジュールの設置 『Sun Blade T6320 サーバーモジュール設置マニュア
ル』 

820-4086
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

サーバーモジュールの監視と管理 『Sun Integrated Lights Out Manager 2.0 ユーザー

ズガイド』 
820-2698

『Sun Integrated Lights Out Manager 2.0 補足マ

ニュアル Sun Blade T6320 サーバーモジュール』

820-4094

使用する Sun Blade モジュラーシステム用の ILOM 
マニュアルも参照してください。

保守に関連する情報  『Sun Blade T6320 Server Module Service 
Manual』

820-2386

Logical Domains (LDoms) 次の Web サイトにあるオンラインマニュアル 
http://docs.sun.com/app/docs/prod/ldoms.mgr 

診断テストの実行 次の Web サイトにある SunVTS™ 6.4 マニュアル 
http://docs.sun.com/app/docs/prod/vts64 

Sun Blade 6000 モジュラーシステム 次の Web サイトにあるオンラインマニュアル 
http://docs.sun.com/app/docs/prod/blade.6000mod 

Sun Blade 6048 モジュラーシステム 次の Web サイトにあるオンラインマニュアル 
http://docs.sun.com/app/docs/prod/blade.6048mod 

システムおよびネットワークの管理 『Solaris System Administrator Guide SPARC: 
Installing Solaris Software』 

オペレーティングシステムの使用 Solaris 10 User Collection 

Sun のサービス URL

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/

サポート http://jp.sun.com/support/

トレーニング http://jp.sun.com/training/

用途 タイトル Part No.
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Sun 以外の Web サイト
このマニュアルで紹介する Sun 以外の Web サイトが使用可能かどうかについては、
Sun は責任を負いません。このようなサイトやリソース上、またはこれらを経由して
利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料についても、Sun は保証し
ておらず、法的責任を負いません。また、このようなサイトやリソース上、またはこ
れらを経由して利用できるコンテンツ、商品、サービスの使用や、それらへの依存に
関連して発生した実際の損害や損失、またはその申し立てについても、Sun は一切の
責任を負いません。

ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルと Part No. を記載してください。

『Sun Integrated Lights Out Management 2.0 補足マニュアル Sun Blade T6320 サー
バーモジュール』、Part No. 820-4094-10
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第 1 章

Sun Blade T6320 サーバーモジュー
ル用 ILOM

Integrated Lights Out Manager (ILOM) は、一部の Sun サーバープラットフォーム
にプリインストールされているシステム管理ファームウェアです。ILOM ファーム
ウェアを使用すると、サーバーシステムに取り付けられているコンポーネントをアク
ティブに管理および監視できます。このファームウェアは、ラック搭載型サーバーや
ブレードサーバーなど、さまざまな Sun サーバープラットフォームでサポートされ
ます。これは、Sun Blade T6320 サーバーモジュールのサービスプロセッサ (SP) と、
Sun Blade モジュラーシステムシャーシのシャーシ監視モジュール (CMM) にプリイ
ンストールされています。この章では、Sun Blade T6320 サーバーモジュール用 
ILOM について紹介します。

この章は、次の節で構成されています。

■ 1 ページの「Sun Blade T6320 固有の ILOM 機能」

■ 2 ページの「シャーシ監視モジュールの機能」

■ 2 ページの「システムファームウェアの更新」

■ 2 ページの「パスワードを出荷時のデフォルトにリセット」

Sun Blade T6320 固有の ILOM 機能
ILOM ファームウェアは多くのプラットフォーム上で動作し、すべてのプラット
フォームに共通する機能をサポートしています。ILOM 機能の中には、すべてのプ
ラットフォームではなく一部のプラットフォームでのみ使用できるものがあります。
このマニュアルでは、『Sun Integrated Lights Out Manager ユーザーズガイド』で
説明されている一連の機能を補足する、Sun Blade T6320 サーバーモジュール用の機
能について説明します。
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シャーシ監視モジュールの機能 
ILOM シャーシ監視モジュール (CMM) は、Sun Blade モジュラーシステムシャーシ
を管理します。ILOM シャーシ監視モジュールは、シャーシコンポーネントを管理
し、個々のサーバーモジュール内のサービスプロセッサへのアクセス方法を提供しま
す。また、シャーシのファン速度を自動的に制御します。使用するシャーシでの 
CMM ILOM の使用方法については、使用するシャーシ用の ILOM 管理マニュアルを
参照してください。

システムファームウェアの更新 
最新版のシステムファームウェアが使用可能になると、SunSolveSM の Web サイトか
らパッチの形式でこれを入手することができます。

注 – Sun Update Connection Manager を使用して、システムファームウェアを入手
することはできません。

SunSolve を使用してパッチを入手する方法については、『Sun Blade T6320 Server 
Module Product Notes』を参照してください。

ファームウェアの更新手順については、『Sun Integrated Lights Out Manager ユー
ザーズガイド』の「ILOM ファームウェアの更新」の章を参照してください。

パスワードを出荷時のデフォルトにリ
セット
ILOM の root のパスワードを出荷時のデフォルト (changeme) にリセットする手順
では、サービスプロセッサにジャンパを取り付ける必要があります。この手順は、コ
ンピュータシステムの保守および修復を担当する技術者、保守担当者、またはシステ
ム管理者が実行するようにしてください。この担当者は、『Sun Blade T6320 Server 
Module Service Manual』の「Preface」に記載されている条件を満たしている必要が
あります。ほかのサービスプロセッサの設定を出荷時のデフォルトに戻す方法の詳細
は、21 ページの「出荷時のデフォルトへのサービスプロセッサ設定の変更」を参照
してください。
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▼ root のパスワードを出荷時のデフォルトにリセッ
トする

1. モジュラーシステムシャーシからサーバーモジュールを取り外します。

ILOM または ALOM CMT コマンドを使用して取り外すための準備を行い、青色
の取り外し可能 LED が点灯していることを確認します。これは、ブレードを安全
に取り外せることを示しています。

2. サーバーモジュールを開き、J0600 の場所に標準のジャンパを取り付けます。

3. サーバーモジュールを閉じて、モジュラーシステムシャーシにこれを取り付けて
から、サーバーモジュールを起動します。

この手順については、『Sun Blade T6320 サーバーモジュール設置マニュアル』
を参照してください。

ILOM の root のパスワードが出荷時のデフォルト (changeme) にリセットされま
した。

4. root のパスワードを変更します。

この手順については、『Sun Blade T6320 サーバーモジュール設置マニュアル』
を参照してください。

5. モジュラーシステムシャーシからサーバーモジュールを取り外し、ジャンパを取
り外します。

手順 1 と同様に、ILOM または ALOM CMT コマンドを使用して取り外すための
準備を行い、青色の取り外し可能 LED が点灯していることを確認します。これ
は、ブレードを安全に取り外せることを示しています。

6. サーバーモジュールを閉じて、モジュラーシステムシャーシにこれを取り付けて
から、サーバーモジュールを起動します。

この手順については、『Sun Blade T6320 サーバーモジュール設置マニュアル』
を参照してください。
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第 2 章

ホストの管理

この章では、ほかのプラットフォーム上の ILOM に共通するプロパティーを補足す
る、Sun Blade T6320 サーバーモジュールで使用可能な ILOM 機能について説明しま
す。この章では、特に /HOST 名前空間のプロパティーについて説明します。この章
は、次の節で構成されています。

■ 5 ページの「リモートコントロールの管理」

■ 9 ページの「ホスト情報の表示と、エラー状況に関するシステムポリシーの設定」

■ 13 ページの「診断の管理と POST」

■ 16 ページの「システムユーザーの対話の管理」

リモートコントロールの管理
リモートコントロールのプロパティーを使用すると、ILOM が起動を処理する方法を
指定できます。起動モード (bootmode) プロパティーを使用すると、サーバーが起動
時に使用するデフォルトの方法を上書きできます。この機能は、スクリプトや類似の
タスクを使用して OpenBoot 変数を設定することで、適切ではない可能性がある特定
の OpenBoot 設定または Logical Domains (LDoms) 設定を上書きする場合に便利で
す。

たとえば、OpenBoot 設定が破損した場合に、bootmode state プロパティーを 
reset_nvram に設定して、サーバーを出荷時のデフォルトの OpenBoot 設定にリ
セットすることができます。

Sun の保守作業員から、問題の解決に bootmode script プロパティーを使用するよ
うに指示される場合があります。完全なスクリプトには、主にデバッグ用に用意され
ている、マニュアルには記載されていない機能があります。
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bootmode は、OpenBoot 設定または LDoms 設定に関する問題を修正するために使
用されることを目的としているため、bootmode はシングルブートでのみ有効です。
また、管理者が bootmode state プロパティーを設定したまま忘れることを防止す
るため、bootmode state プロパティーが設定されてから 10 分以内にホストがリセッ
トされないと、bootmode state プロパティーが期限切れになります。

プロパティーは、ILOM コマンド行インタフェース (CLI) または Web インタフェー
スを使用して設定できます。

■ 6 ページの「CLI を使用して、ホストの起動モードの構成を管理する」 

■ 7 ページの「CLI を使用して、ホストの起動モードのスクリプトを管理する」 

■ 7 ページの「CLI を使用して、ホストのリセット時の起動モードの動作を変更す
る」

■ 8 ページの「CLI を使用して、ホストの起動モードの有効期限を表示する」 

■ 8 ページの「Web インタフェースを使用して、リモートコントロール構成設定を
変更する」

▼ CLI を使用して、ホストの起動モードの構成を管
理する

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

config プロパティーには、Logical Domains ソフトウェアを使用して SP にダウ
ンロードされた名前付き論理ドメイン構成などの configname 値を指定します。

たとえば、ldm-set1 という名前の論理ドメイン構成を作成した場合は、次のよ
うに指定します。

起動モードの config を出荷時のデフォルト構成に戻すには、factory-
default を指定します。

次に例を示します。

注 – /HOST/bootmode config="" を設定すると、ILOM は config の値を空に設
定します。

-> set /HOST/bootmode config=value

-> set /HOST/bootmode config=ldm-set1

-> set /HOST/bootmode config=factory-default 
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▼ CLI を使用して、ホストの起動モードのスクリプ
トを管理する

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

この場合、script は、ホストサーバーの OpenBoot PROM ファームウェアの起
動方法を制御します。現在の /HOST/bootmode 設定には影響を与えません。
value には、最大 64 バイトの長さまで指定できます。/HOST/bootmode 設定を指
定して、同じコマンド内でスクリプトを設定できます。

次に例を示します。

サーバーをリセットしたあとに OpenBoot PROM がスクリプトに格納されている
値を読み取ると、OpenBoot PROM 変数 diag-switch? はユーザーが要求した
値 true に設定されます。

注 – /HOST/bootmode script="" を設定すると、ILOM は script の値を空に設
定します。

▼ CLI を使用して、ホストのリセット時の起動モー
ドの動作を変更する

/HOST/bootmode state プロパティーは、OpenBoot の非揮発性ランダムアクセス
メモリー (NVRAM) 変数の使用方法を制御します。/HOST/bootmode を state=
reset_nvram に設定すると、次にリセットしたときに、OpenBoot NVRAM 変数が
デフォルト設定に変更されます。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

value は、次のいずれかの値です。

■ normal – 次のリセット時に、現在の NVRAM 変数の設定を維持します。

■ reset_nvram – 次のリセット時に、OpenBoot 変数をデフォルト設定に戻しま
す。

-> set /HOST/bootmode script=value

-> set /HOST/bootmode state=reset_nvram script="setenv diag-switch? true"

-> set /HOST/bootmode state=value
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注 – 次回サーバーをリセットしたあと、または 10 分後に、state=reset_nvram 
の値は normal に戻ります (8 ページの「CLI を使用して、ホストの起動モードの有効
期限を表示する」を参照)。config プロパティーおよび script プロパティーが期
限切れになることはなく、次にサーバーをリセットしたとき、または手動で文字列を 
"" に設定したときにクリアーされます。

▼ CLI を使用して、ホストの起動モードの有効期限
を表示する

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

▼ Web インタフェースを使用して、リモートコント
ロール構成設定を変更する

ILOM では、サーバーモジュールのファームウェア環境を構成するいくつかの方法を
提供します。起動モードの構成には、次の 4 つの要素があります。

■ 状態

■ 有効期限

■ スクリプト

■ LDoms 構成

-> show /HOST/bootmode expires 
     Properties: 
         expires = Thu Oct 18 18:24:16 2007 
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1. ILOM Web インタフェースに管理者 (root) としてログインし、Web インタ
フェースを表示します。

2. 「Remote Control (リモートコントロール)」->「Boot Mode Settings」を選択し
ます。

3. 必要に応じて、「Boot Mode」の「State」を選択します。

4. 「Expiration Date」が表示されます。

5. 必要に応じて、起動スクリプトを指定します。

6. 必要に応じて、LDoms 構成ファイルを指定します。

7. 「Save (保存)」をクリックします。

ホスト情報の表示と、エラー状況に関す
るシステムポリシーの設定
システム構成およびファームウェアのバージョン情報を表示するには、ホスト情報プ
ロパティーを使用します。

■ 10 ページの「CLI を使用して、ホストの MAC アドレスを表示する」 
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■ 10 ページの「CLI を使用して、ホストの OpenBoot のバージョンを表示する」 

■ 10 ページの「CLI を使用して、ホストの POST のバージョンを表示する」

■ 11 ページの「CLI を使用して、ウォッチドッグタイマーが期限切れになったとき
のホストの動作を決定する」

■ 11 ページの「CLI を使用した診断中に、エラーが検出されたときのホストの動作
を指定する」 

■ 12 ページの「Web インタフェースを使用して、ホスト制御機能を表示および構成
する」

▼ CLI を使用して、ホストの MAC アドレスを表示する

/HOST macaddress プロパティーは、システムソフトウェアによって自動的に構成
されるため、設定または変更はできません。値はサーバーのシステム構成カード 
(SCC PROM) から読み取られて識別され、ILOM にプロパティーとして格納されま
す。

/HOST macaddress は、net0 ポートの MAC アドレスです。各追加ポートの MAC 
アドレスは、/HOST macaddress から増分されます。たとえば、net1 は /HOST 
macaddress に 1 を追加した値と同じです。

● このプロパティーの現在の設定を表示するには、次のコマンドを入力します。

▼ CLI を使用して、ホストの OpenBoot のバージョンを表示す
る

/HOST obp_version プロパティーを使用すると、ホストの OpenBoot のバージョ
ンに関する情報が表示されます。

● このプロパティーの現在の設定を表示するには、次のコマンドを入力します。

▼ CLI を使用して、ホストの POST のバージョンを表示する

/HOST post_version プロパティーを使用すると、ホストの POST のバージョンに
関する情報が表示されます。

● このプロパティーの現在の設定を表示するには、次のコマンドを入力します。

-> show /HOST macaddress 

-> show /HOST obp_version
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▼ CLI を使用して、ウォッチドッグタイマーが期限切れになっ
たときのホストの動作を決定する

/HOST autorestart プロパティーを使用すると、ILOM が Solaris ウォッチドッグ
タイマーの期限切れをどのように処理するかを指定できます。

● このプロパティーを設定するには、次のコマンドを入力します。

value は、次のいずれかに設定できます。

■ none － ILOM は、警告を発行する以外の処理を行いません。

■ reset － ILOM は、Solaris ウォッチドッグタイマーが期限切れになったと
き、システムのリセットを試行します。

■ dumpcore － ILOM は、ウォッチドッグタイマーが期限切れになったとき、OS 
のコアダンプを強制的に試行します。

デフォルト値は、reset です。

▼ CLI を使用した診断中に、エラーが検出されたときのホスト
の動作を指定する

/HOST autorunonerror プロパティーを使用すると、システム診断によるエラー
の検出後、ホストが起動を続行するかどうかを指定できます。

● このプロパティーを設定するには、次のコマンドを入力します。

value は、次のいずれかに設定できます。

■ false － エラーが検出されると、システムは起動を停止します。

■ true － エラーの検出後、システムは起動の続行を試みます。

デフォルト値は、false です。

-> show /HOST post_version 

-> set /HOST autorestart=value 

-> set /HOST autorunonerror=value 
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▼ Web インタフェースを使用して、ホスト制御機能を表示およ
び構成する 

この手順では、さまざまな種類のホスト情報を表示および構成する方法について説明
します。

ILOM では、ホスト制御機能を表示または構成するいくつかの方法を提供します。ホ
スト制御には、次の 6 つの要素があります。

■ MAC アドレス

■ OpenBoot のバージョン

■ POST のバージョン

■ HOST の状態

■ エラー時の自動実行

■ 自動再起動ポリシー (ウォッチドッグタイマー)

1. ILOM Web インタフェースに管理者 (root) としてログインし、Web インタ
フェースを表示します。

2. 「Remote Control (リモートコントロール)」->「Host Control」を選択します。

3. MAC アドレスが表示されます。
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4. OpenBoot のバージョンが表示されます。

5. POST のバージョンが表示されます。

6. 必要に応じて、「Auto Run On Error」の値を選択します。

7. 必要に応じて、「Auto Restart Policy」の値を選択します。

8. 「Save (保存)」をクリックします。

診断の管理と POST
診断制御プロパティーを使用すると、ホストサーバー上でエラーが発生した場合の 
ILOM の動作方法を指定できます。

ILOM は、次の診断システムインタフェースプロパティーを使用します。

■ 13 ページの「CLI を使用して、診断のレベルを指定する」 

■ 14 ページの「CLI を使用して、診断モードを変更する」 

■ 14 ページの「CLI を使用して、診断トリガーの条件を指定する」 

■ 15 ページの「CLI を使用して、診断出力の冗長性の量を選択する」 

■ 15 ページの「Web インタフェースを使用して、診断設定を管理する」

▼ CLI を使用して、診断のレベルを指定する

/HOST/diag level プロパティーを使用すると、診断が使用可能な場合に実行され
る診断テストのレベルを制御できます。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

value は、次のいずれかの値です。

■ min － 最小レベルの診断を実行してシステムを検証します。

■ max － 最大設定の診断を実行してシステムの健全性を完全に検証します。

デフォルト値は、max です。

-> set /HOST/diag level=value
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▼ CLI を使用して、診断モードを変更する

/HOST/diag mode プロパティーを使用すると、診断を使用可能にするかどうかを制
御し、使用可能にする診断モードを指定できます。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

value は、次のいずれかの値です。

■ off － どのような診断も実行しません。

■ normal － 診断を実行します。

■ service － 保守技術者による診断を実行します。これは、/HOST/diag 
trigger=all-resets、/HOST/diag verbosity、/HOST/diag level=
max の事前設定値を使用する場合と同等の機能です。/HOST/diag mode=
service を設定すると、set /SYS keyswitch_state=diag コマンドを実
行した場合と同じ処理が行われます。

デフォルト値は、normal です。

▼ CLI を使用して、診断トリガーの条件を指定する

/HOST/diag trigger プロパティーを使用すると、診断が使用可能な場合に POST 
が実行される条件を制御できます。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

value には、次のいずれかの値、またはその組み合わせを引用符で囲んで指定しま
す。

■ user-reset － システムのリセット時に診断を実行します。

■ error-reset － システムをリセットして回復する必要がある致命的エラーが
発生した場合に診断を実行します。

■ power-on-reset － システムの電源投入時に診断を実行します。

■ all-resets － どのようなサーバーリセットでも診断を実行します。

■ none － 診断をスキップします。

デフォルト値は、all-resets です。

デフォルト値は、power-on-reset と error-reset の組み合わせです。

次に例を示します。

-> set /HOST/diag mode=value

-> set /HOST/diag trigger=value
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▼ CLI を使用して、診断出力の冗長性の量を選択する

診断が使用可能な場合は、/HOST/diag verbosity プロパティーを使用すると、
POST 診断からの出力の冗長性レベルを指定できます。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

value は、次のいずれかの値です。

■ none － 障害が検出されないかぎり、診断の実行時にシステムコンソールには
出力が表示されません。

■ min － 診断で、制限された量の出力がシステムコンソールに表示されます。

■ max － 診断で、実行されている各テストの名前と結果を含む完全な出力がシス
テムコンソールに表示されます。

■ normal － 診断で、適度な量の出力がシステムコンソールに表示されます。

■ debug － 診断で、テストされているデバイスと各テストのデバッグ出力を含む
広範囲なデバッグの出力がシステムコンソールに表示されます。

デフォルト値は、normal です。

▼ Web インタフェースを使用して、診断設定を管理する

この手順では、診断設定を表示および構成する方法について説明します。

ILOM では、診断を表示または構成するいくつかの方法を提供します。ホスト制御に
は、次の 4 つの要素があります。

■ トリガー

■ 冗長性

■ レベル

-> set /HOST/diag trigger="user-reset power-on-reset"
Set 'trigger' to 'user-reset power-on-reset'
-> show /HOST/diag trigger
Properties:
       trigger = user-reset power-on-reset

   Commands:
       set
       show 

-> set /HOST/diag verbosity=value
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■ モード

1. ILOM Web インタフェースに管理者 (root) としてログインし、Web インタフェー
スを表示します。

2. 「Remote Control (リモートコントロール)」->「Diagnostics」を選択します。

3. 必要に応じて、「Trigger」の値を選択します。

4. 必要に応じて、「Verbosity」の値を選択します。

5. 必要に応じて、「Level」の値を選択します。

6. 「Current Mode」が表示されます。

7. 必要に応じて、「Update Mode」の値を選択します。

システムユーザーの対話の管理
システムユーザープロパティーを使用すると、ILOM によるホストサーバーの識別方
法およびホストサーバーとの対話方法をカスタマイズできます。
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■ 17 ページの「システムでブレーク信号の送信を有効にするか、または CLI を使用
してコアダンプを強制実行する」 

■ 17 ページの「CLI を使用して、ホストの状態情報を表示する」

▼ システムでブレーク信号の送信を有効にするか、または CLI 
を使用してコアダンプを強制実行する

set /HOST send_break_action コマンドを使用すると、OpenBoot PROM プロ
ンプト (ok) に進むことを選択できるメニューがサーバーで表示されます。kmdb デ
バッガを設定している場合は、send_break_action=break を指定すると、サー
バーはデバッグモードになります。強制的なコアダンプを実行するには、
send_break_action=dumpcore を指定します。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

value は、次のいずれかの値です。

■ break － ホストに切断を送信します。

■ dumpcore － 管理対象のシステム OS のパニックコアダンプを強制的に行いま
す。

▼ CLI を使用して、ホストの状態情報を表示する

show /HOST status コマンドを使用すると、ホストサーバーのプラットフォーム 
ID および状態に関する情報を表示できます。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

コマンドによって、次のような情報が返されます。

-> set /HOST send_break_action=value

-> show /HOST status
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第 3 章

サービスプロセッサの管理

この章では、ほかのプラットフォーム上の ILOM に共通する一連のプロパティーを
補足する、Sun Blade T6320 サーバーモジュールで使用できる ILOM プロパティーに
ついて説明します。この章では、特に /SP 名前空間のプロパティーについて説明し
ます。この章は、次の節で構成されています。

■ 19 ページの「顧客情報の格納」

■ 21 ページの「出荷時のデフォルトへのサービスプロセッサ設定の変更」

■ 22 ページの「コンソールのエスケープ文字の変更」

■ 23 ページの「構成ポリシーの設定の変更」

■ 28 ページの「SSH サーバーの設定の管理」

顧客情報の格納 
ILOM を使用すると、インベントリ制御またはサイトの資源管理などを目的として、
SP および FRU PROM に情報を格納できます。

■ 19 ページの「CLI を使用して、顧客の FRU データを変更する」 

■ 20 ページの「CLI を使用して、システム識別情報を変更する」 

■ 20 ページの「Web インタフェースを使用して、顧客の識別情報を変更する」 

▼ CLI を使用して、顧客の FRU データを変更する

/SP customer_frudata プロパティーを使用すると、FRU PROM に情報を格納で
きます。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。
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注 – データ文字列 ("data") は、引用符で囲む必要があります。

▼ CLI を使用して、システム識別情報を変更する

/SP system_identifier プロパティーを使用すると、顧客の識別情報を格納でき
ます。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

▼ Web インタフェースを使用して、顧客の識別情報
を変更する

ILOM を使用すると、FRU および SP に情報を格納できます。

-> set /SP customer_frudata="data" 

-> set /SP system_identifier="data" 
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1. ILOM Web インタフェースに管理者 (root) としてログインし、Web インタフェー
スを表示します。

2. 「System Information (システム情報)」-->「Identification Information」を選択し
ます。

3. 必要に応じて、「Customer FRU Data」フィールドを編集します。

4. 必要に応じて、「SP Hostname」を編集します。

5. 必要に応じて、「SP System Identifier」フィールドを編集します。

6. 「Save (保存)」をクリックします。

出荷時のデフォルトへのサービスプロ
セッサ設定の変更
この節では、サービスプロセッサの設定を出荷時のデフォルトに戻す方法について説
明します。root のパスワードの設定を出荷時のデフォルトに戻す方法の詳細は、2 
ページの「パスワードを出荷時のデフォルトにリセット」を参照してください。

■ 21 ページの「CLI を使用して、サービスプロセッサの設定を出荷時のデフォルト
値にリセットする」 

■ 22 ページの「Web インタフェースを使用して、サービスプロセッサの設定を出荷
時のデフォルト値にリセットする」

▼ CLI を使用して、サービスプロセッサの設定を出
荷時のデフォルト値にリセットする

set reset_to_defaults コマンドを使用すると、すべての ILOM 構成プロパ
ティーを出荷時のデフォルト値に戻すことができます。all オプションを指定する
と、ILOM 構成とすべてのユーザー情報が出荷時のデフォルト値に戻されます。

1. -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

value は、次のいずれかに設定できます。

■ none － 変更を行いません。

■ all － ユーザーデータベースをリセット (クリアー) します。

-> set /SP reset_to_defaults=value 
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2. 新しいプロパティー値が有効になるように、サービスプロセッサをリセットしま
す。

▼ Web インタフェースを使用して、サービスプロ
セッサの設定を出荷時のデフォルト値にリセット
する

1. ILOM Web インタフェースに管理者 (root) としてログインし、Web インタフェー
スを表示します。

2. 「Maintenance (保守)」-->「Configuration Management」を選択します。

3. 「Reset Defaults」の値を選択します。

4. 「Save (保存)」をクリックします。

コンソールのエスケープ文字の変更
この節では、エスケープ文字として使用する新しい文字の組み合わせの作成について
説明します。

■ 23 ページの「CLI を使用して、コンソールのエスケープ文字を変更する」 
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▼ CLI を使用して、コンソールのエスケープ文字を
変更する

/SP/console escapechars プロパティーを使用すると、システムコンソールセッ
ションから ILOM に切り替えるエスケープ文字シーケンスを変更することができま
す。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

xx は、任意のプリント可能な文字です。

シーケンスは、2 文字に制限されています。デフォルトの値は、#. (ハッシュ記号
とピリオド) です。シーケンスはカスタマイズできます。

注 – エスケープ文字の変更は、現在アクティブなコンソールセッションでは有効に
なりません。

構成ポリシーの設定の変更
この節では、ILOM を使用する構成システムポリシーの管理について説明します。.

■ 24 ページの「CLI を使用して、ユーザーデータベースのバックアップを使用不可
または再度使用可能にする」 

■ 24 ページの「CLI を使用して、ホストサーバーの電源投入を使用不可または再度
使用可能にする」 

■ 25 ページの「CLI を使用して、電源投入の遅延を使用不可または再度使用可能に
する」 

■ 27 ページの「Web インタフェースを使用して、構成ポリシーの設定を管理する」 

-> set /SP/console escapechars=xx
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▼ CLI を使用して、ユーザーデータベースのバック
アップを使用不可または再度使用可能にする

/SP/policy BACKUP_USER_DATA プロパティーを使用すると、ILOM 上のローカ
ルユーザーデータベース (ユーザー、パスワード、およびアクセス権情報など) を
バックアップするかどうかを指定できます。このプロパティーが enabled に設定さ
れている場合は、このデータはシステムの取り外し可能なシステム構成カード (SCC 
PROM) にバックアップされます。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

value は、次のいずれかに設定できます。

■ enabled － ユーザーデータベースを SCC にバックアップします。

■ disabled － バックアップしません。

デフォルト値は、enabled です。

たとえば、ILOM 上のローカルユーザーデータベースをバックアップするには、次の
コマンドを入力します。

▼ CLI を使用して、ホストサーバーの電源投入を使
用不可または再度使用可能にする

サーバーの電源が切れている場合でも、ホストサーバーに電力が供給されるとすぐに 
ILOM は動作します。まずホストサーバーに電力が供給されると、ILOM は実行を開
始しますが、サーバーは電源を入れるまで起動しません。

/SP/policy HOST_LAST_POWER_STATE プロパティーを使用すると、予期しない
電源異常のあとのサーバーモジュールの動作を制御することができます。外部電源が
回復すると、ILOM サービスプロセッサは自動的に動作を開始します。通常は、
ILOM を使用して電源を入れないかぎり、ホストの電源は入りません。

ILOM は、サーバーの現在の電源状態を非揮発性の記憶領域に記録します。
HOST_LAST_POWER_STATE ポリシーが有効な場合、ILOM はホストを以前の電源状
態に回復することができます。このポリシーは、電源障害発生時、またはサーバーを
別の場所に物理的に移動する場合に役立ちます。

-> set /SP/policy BACKUP_USER_DATA=value 

-> set /SP/policy BACKUP_USER_DATA=enabled
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たとえば、ホストサーバーの動作中に電源が遮断された場合、/SP/policy 
HOST_LAST_POWER_STATE プロパティーが disabled に設定されていると、ホスト
サーバーは電源の回復後も停止したままになります。/SP/policy 
HOST_LAST_POWER_STATE プロパティーが enabled に設定されていると、電源の
回復時にホストサーバーは再起動します。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

このプロパティーの値は次のとおりです。

■ enabled － 電源の回復時に、サーバーは電源切断前の状態に戻ります。

■ disabled － 電源が入っても、サーバーは停止したままになります。

デフォルト値は、disabled です。

このプロパティーを有効にするには、/SP/policy HOST_POWER_ON_DELAY も同様
に設定する必要があります。詳細は、25 ページの「CLI を使用して、電源投入の遅
延を使用不可または再度使用可能にする」を参照してください。

/SP/policy HOST_AUTO_POWER_ON を使用すると、サービスプロセッサが起動さ
れたときに、ホストの電源が自動的に入ります。このポリシーが enabled に設定さ
れていると、サービスプロセッサは HOST_LAST_POWER_STATE を disabled に設
定します。詳細は、26 ページの「CLI を使用して、ホストの自動電源投入を使用不
可または再度使用可能にする」を参照してください。

▼ CLI を使用して、電源投入の遅延を使用不可また
は再度使用可能にする

/SP/policy HOST_POWER_ON_DELAY プロパティーを使用すると、電源が自動的に
入る前にサーバーモジュールを短時間待機させることができます。遅延は、1 ～ 5 秒
のランダムな間隔です。サーバーの電源投入を遅延させると、主電源に対する電流
サージを最小限に抑えることができます。このサーバーの電源投入の遅延は、電源異
常後にラック内の複数のサーバーの電源を入れる場合に重要です。

このプロパティーは、/SP/policy HOST_LAST_POWER_STATE が enabled に設定
されている場合にのみ有効です。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

value には、次の値を設定できます。 

-> set /SP/policy HOST_LAST_POWER_STATE=enabled

-> set /SP/policy HOST_POWER_ON_DELAY=value 
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■ enabled 

■ disabled 

デフォルト値は、disabled です。 

▼ CLI を使用して、ホストの自動電源投入を使用不
可または再度使用可能にする

/SP/policy HOST_AUTO_POWER_ON プロパティーを使用して、電力の供給時に
サーバーモジュールの電源が自動的に投入されるかどうかを設定します。

このプロパティーは、/SP/policy HOST_AUTO_POWER_ON が enabled に設定さ
れている場合にのみ有効です。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

value には、次の値を設定できます。

enabled － 電力が供給されると、サーバーモジュールの電源が自動的に投入されま
す。

disabled － サーバーモジュールの電源を投入するには、ILOM コマンドまたは 
ALOM CMT コマンドを実行する必要があります。

デフォルト値は、disabled です。この値が enabled に設定されていると、サービ
スプロセッサは HOST_LAST_POWER_STATE を disabled に設定します。

-> set /SP/policy HOST_AUTO_POWER_ON=value 
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▼ Web インタフェースを使用して、構成ポリシーの
設定を管理する

1. ILOM Web インタフェースに管理者 (root) としてログインし、Web インタフェー
スを表示します。

2. 「Configuration (設定)」-->「Policy」を選択します。

3. 変更するポリシーの「Policy」ラジオボタンをクリックします。

4. 「Actions」の値を選択して、選択した処理 (「Enabled (有効)」または「Disabled 
(無効)」) を適用します。

DHCP サーバーの IP アドレスの表示
サービスプロセッサによって要求された動的 IP アドレスを提供した DHCP サーバー
の IP アドレスを表示するには、dhcp_server_ip プロパティーを参照します。

● show /SP/network と入力して、dhcp_server_ip プロパティーを表示しま
す。
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SSH サーバーの設定の管理
■ 28 ページの「CLI を使用して、SSH 鍵のタイプを変更する」 

■ 29 ページの「CLI を使用して、新しい SSH 鍵セットを生成する」 

■ 29 ページの「CLI を使用して、SSH サーバーを再起動する」 

■ 29 ページの「CLI を使用して、SSH サービスを使用可能または使用不可にする」 

■ 30 ページの「Web インタフェースを使用して、SSH サーバーの設定を管理する」

▼ CLI を使用して、SSH 鍵のタイプを変更する

set /SP/services/ssh generate_new_key_type コマンドを使用すると、使
用しているサーバーで生成された Secure Shell (SSH) ホスト鍵のタイプを変更できま
す。タイプの変更後、set /SP/services/ssh generate_new_key_action コ
マンドを使用して、新しいタイプの新しい鍵セットを生成する必要があります。

-> show /SP/network

  /SP/network
     Targets:

     Properties:
         commitpending = (Cannot show property)
         dhcp_server_ip = 10.8.31.5
         ipaddress = 10.8.31.188
         ipdiscovery = dhcp
         ipgateway = 10.8.31.248
         ipnetmask = 255.255.252.0
         macaddress = 00:14:4F:7E:83:4F
         pendingipaddress = 10.8.31.188
         pendingipdiscovery = dhcp
         pendingipgateway = 10.8.31.248
         pendingipnetmask = 255.255.252.0
         state = enabled

     Commands:
         cd
         set
         show
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● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

value には、rsa または dsa を指定できます。

▼ CLI を使用して、新しい SSH 鍵セットを生成す
る

set /SP/services/ssh generate_new_key_action コマンドを使用すると、
新しい Secure Shell (SSH) ホスト鍵のセットを生成できます。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

▼ CLI を使用して、SSH サーバーを再起動する

set /SP/services/ssh generate_new_key_action コマンドを使用して新し
いホスト鍵を生成したあとで、set /SP/services/ssh restart_sshd_action 
コマンドを使用して SSH サーバーを再起動できます。これによって、サーバーの専
用データ構造がメモリーにふたたび読み込まれます。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

▼ CLI を使用して、SSH サービスを使用可能または
使用不可にする 
set コマンドで /SP/services/ssh state プロパティーを使用すると、SSH サー
ビスを使用可能または使用不可にすることができます。SSH サービスが使用不可に
なっている場合、ILOM Web インタフェースを使用してふたたび使用可能にするこ
とができます。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

-> set /SP/services/ssh generate_new_key_type=value 

-> set /SP/services/ssh generate_new_key_action=true 

-> set /SP/services/ssh restart_sshd_action=true

-> set /SP/services/ssh state=value 
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value には、次の値を設定できます。

■ enabled 

■ disabled 

デフォルト値は、enabled です。

▼ Web インタフェースを使用して、SSH サーバー
の設定を管理する

1. ILOM Web インタフェースに管理者 (root) としてログインし、Web インタ
フェースを表示します。

2. 「Configuration (設定)」-->「SSH Server Settings」を選択します。

3. 「SSH Server」プルダウンメニューから処理を選択します。

■ 「Enable the SSH server」

■ 「Disable the SSH server」

■ 「Restart the SSH server」 

4. 「Generate RSA Key」または「Generate DSA Key」をクリックして、新しい鍵
のタイプと新しい鍵を生成します。

新しい鍵を生成した場合は、新しい鍵を有効にするために SSH サーバーを再起動
する必要があります。

注 – SSH サーバーを再起動または使用不可にすると、SSH 上で実行している CLI 
セッションは即時に終了します。
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第 4 章

仮想キースイッチの設定の管理

この章では、ほかのプラットフォーム上の ILOM に共通する一連のプロパティーを
補足する、Sun Blade T6320 サーバーモジュールで使用可能な ILOM プロパティーに
ついて説明します。この章では、特に /SYS 名前空間のプロパティーについて説明し
ます。

■ 33 ページの「CLI を使用して、仮想キースイッチを制御する」 

■ 34 ページの「Web インタフェースを使用して、仮想キースイッチを制御する」 

▼ CLI を使用して、仮想キースイッチを制御する

/SYS setkeyswitch_state プロパティーを使用すると、システムの仮想キース
イッチの位置を制御できます。

● -> プロンプトで、次のコマンドを入力します。

表 4-1 に、setkeyswitch_state プロパティーに使用できる値を示します。デフォル
ト値は、normal です。

-> set /SYS keyswitch_state=value
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▼ Web インタフェースを使用して、仮想キースイッ
チを制御する

Web インタフェースを使用して、システムの仮想キースイッチの位置を制御できま
す。

1. Web インタフェースに管理者 (root) としてログインし、Web インタフェースを
表示します。

2. 「Remote Control (リモートコントロール)」-->「Keyswitch」を選択します。

3. 「Keyswitch」の状態の値を選択します。

表 4-1 keyswitch_state の値

オプション 説明

normal システムは、システム自体の電源を入れて、起動処理を開始できま
す。

stby システムは、システム自体の電源を入れることができません。

diag システムは、診断プロパティーの事前設定値 (/HOST/diag level=
max、/HOST/diag mode=normal、/HOST/diag verbosity=
max) を使用してシステム自体の電源を入れ、全体の障害カバレージ

を表示することができます。このオプションは、設定した診断プロ
パティーの値よりも優先されます。

locked システムは、システム自体の電源を入れることができます。ただ
し、フラッシュデバイスの更新、または /HOST 
send_break_action=break コマンドの使用は許可されません。
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4. 「Save (保存)」をクリックします。
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付録 A

IPMI センサーのリファレンス

このサーバーモジュールには、多くの IPMI 準拠のセンサーおよびインジケータが装
備されています。センサーは、電圧、温度範囲、およびコンポーネントの取り付けと
取り外しが検出されたことを測定します。発光ダイオード (LED) などのインジケー
タは、保守が必要なときなど、サーバーの重要な状態を通知します。

この付録には、次の 2 つの表があります。

■ 表 A-1 に、サーバーモジュールのセンサーを示します。

■ 表 A-2 に、サーバーモジュールのインジケータを示します。

表 A-1 Sun Blade T6320 サーバーモジュールのセンサー

名前 パス 説明

V_+3V3_STBY /SYS/MB/V_+3V3_STBY 3.3V のスタンバイ電圧しきい
値センサー

V_+3V3_MAIN /SYS/MB/V_+3V3_MAIN 3.3V の主電圧しきい値セン

サー

V_+12V0_MAIN /SYS/MB/V_+12V0_MAIN 12V の主電圧しきい値セン

サー

V_VBAT /SYS/SP/V_VBAT 電圧しきい値センサー

V_VDDIO /SYS/MB/V_VDDIO 電圧しきい値センサー

T_AMB /SYS/MB/T_AMB 周囲温度しきい値センサー

V_VCORE /SYS/MB/V_VCORE CPU コア電圧しきい値セン
サー

V_VMEML /SYS/MB/V_VMEML 左分岐電圧しきい値センサー

V_VMEMR /SYS/MB/V_VMEMR 右分岐電圧しきい値センサー

T_TCORE /SYS/MB/CMP0/T_TCORE コア上部温度センサー
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T_BCORE /SYS/MB/CMP0/T_BCORE コア下部温度センサー

BRn/CHn/Dn/T_AMB /SYS/MB/CMP0/BRn/CHn/Dn/T_AMB 分岐 BRn (n は整数 0 ～ 3) で
定義された DIMM 用の温度セ

ンサー、チャネル CHn (n = 0 
または 1)、DIMM Dn (n = 0 ま
たは 1) 

HDDn/PRSNT /SYS/HDDn/PRSNT ハードディスク (0 ～ 3) の存在

センサーと保守センサー

表 A-2 Sun Blade T6320 サーバーモジュールのインジケータ

名前 パス 説明

LOCATE /SYS/LOCATE 位置特定インジケータ

ACT /SYS/ACT システム電源稼働インジケー
タ

SERVICE /SYS/SERVICE 保守インジケータ

HDDn/SERVICE /SYS/HDDn/SERVICE ハードディスク (0 ～ 3) の保守

インジケータ

HDDn/OK2RM /SYS/HDDn/OK2RM ハードディスク (0 ～ 3) の取り

外し可能インジケータ

OK2RM /SYS/OK2RM ブレードの取り外し可能イン
ジケータ

SERVICE MB/CMP0/BRn/CHn/Dn/SERVICE 分岐 BRn (n は整数 0 ～ 3) で
定義された DIMM 用の保守イ

ンジケータ、チャネル CHn (n 
= 0 または 1)、DIMM Dn (n = 
0 または 1) 

表 A-1 Sun Blade T6320 サーバーモジュールのセンサー (続き)

名前 パス 説明
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付録 B

ALOM CMT 互換シェル

ILOM では、互換シェルを使用して ALOM CMT コマンド行インタフェース (CLI) の
一部の機能をサポートしています。ILOM と ALOM CMT には大きな違いがありま
す。この付録では、それらの違いについて説明します。この付録は、次の節で構成さ
れています。

■ 39 ページの「下位互換性の制限」

■ 40 ページの「ALOM CMT 互換シェルの作成」

■ 43 ページの「ILOM コマンドと ALOM CMT コマンドの比較」

■ 50 ページの「ALOM CMT 変数と ILOM プロパティーの比較」

下位互換性の制限
下位互換性のシェルは ALOM CMT の一部の機能をサポートしますが、すべての機
能をサポートするわけではありません。ILOM と ALOM CMT の重要な違いの一部
についてここで説明します。

ILOM ネットワーク構成プロパティーの構成手順
に対する確定手順の追加

一部の ALOM CMT 変数 (ネットワーク構成変数、シリアルポート構成変数など) の
値を変更すると、システムコントローラをリセットして変更を有効にする必要があり
ました。これに比べて、ILOM では、対応するプロパティーの値を変更したあとで
サービスプロセッサをリセットする必要はありません。
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注意 – ILOM の場合、プロパティーの値を変更してから SP をリセットすると、新し
いプロパティーの設定が失われます。

代わりに、ネットワーク構成プロパティーを変更してから、ALOM 互換 CLI の場合
は setsc netsc_commit true を、ILOM CLI の場合は set /SP/network 
commitpending を使用して、変更を確定します。シリアルポート構成プロパティー
を変更するには、最初に目的のプロパティーを設定してから、ALOM 互換 CLI の 
setsc ser_commit か、ILOM CLI の set /SP/serial/external 
commitpending を使用して、変更を確定します。

たとえば、ALOM 互換 CLI を使用して静的 IP アドレスを設定するには、次のように
入力します。

ILOM CLI を使用して同じプロパティーを設定するには、次のように入力します。

つまり、変更を有効にするには、その変更を確定する必要があります。
. 

ALOM CMT 互換シェルの作成
デフォルトでは、サーバーは ILOM シェルで操作するように設定されています。
サーバーの管理に ALOM CMT コマンドと類似するコマンドを使用することが望ま
しい場合は、ALOM 互換シェルを作成できます。

sc> setsc netsc_ipaddr xxx.xxx.xxx.xxx 
sc> setsc netsc_commit true 

-> set /SP/network pendingipaddress=xxx.xxx.xxx.xxx 
Set 'pendingipaddress' to 'xxx.xxx.xxx.xxx' 
-> set /SP/network commitpending=true 
Set 'commitpending' to 'true' 

表 B-1 ALOM CMT の commit 変数と対応する ILOM プロパティー

ALOM CMT 変数 対応する ILOM プロパティー

netsc_commit /SP/network commitpending 

ser_commit /SP/serial/external commitpending 
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▼ ALOM CMT 互換シェルを作成する

1. サービスプロセッサに root としてログオンします。

最初に電源を入れると、SP が起動して ILOM ログインプロンプトが表示されま
す。最初にログオンするときには、『Sun Blade T6320 サーバーモジュール設置
マニュアル』の説明を参照してください。

2. admin という名前のユーザーを作成し、admin アカウントの役割を 
Administrator に設定してから、CLI モードを alom に設定します。

Administrator の役割を持つユーザー admin がまだ作成されていない場合は、
create および set コマンドを 1 行にまとめて実行することができます。

注 – 例の中のアスタリスクは、パスワードの入力時には表示されません。

Administrator の役割を持つユーザー admin がすでに存在している場合は、必要
なのは CLI モードを alom に変更することだけです。

 

3. admin アカウントの作成が完了したら、root アカウントをログアウトします。
.

ILOM ログインプロンプトに戻ります。

4. ILOM ログインプロンプトから ALOM CLI シェルにログインします。

-> create /SP/users/admin role=Administrator cli_mode=alom
Creating user...
Enter new password: ********
Enter new password again: ********
Created /SP/users/admin

-> set /SP/users/admin cli_mode=alom
Set 'cli_mode' to 'alom'

-> exit
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sc> プロンプトに、ALOM CMT 互換シェルを使用していることが示されます。

▼ ALOM CMT シェルとホストコンソールを切り替
える
■ ALOM CMT シェルからホストコンソールに切り替えるには、次のように入力し

ます。

■ コンソールから ALOM CMT シェルに切り替えるには、次のようにハッシュ記号
とピリオドを入力します。

▼ ILOM CLI に戻る 
1. ALOM CMT 互換シェルをログアウトするには、次のように入力します。

ILOM ログインプロンプトが表示されます。

SUNSPxxxxxxxxxxxx login: admin
Password:
Waiting for daemons to initialize...

Daemons ready

Sun(TM) Integrated Lights Out Manager

Version 2.0.0.0

Copyright 2007 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
Use is subject to license terms.

sc>

SC> console
host>

host> #.
SC>

sc> logout 
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2. 通常は、admin アカウント以外のアカウント (root など) を使用して、ILOM CLI 
にログインします。

CLI モードの値が alom に設定されているかぎり、ILOM CLI には admin アカウ
ントを使用できません。

ALOM CMT 互換シェルを使用すると、一部例外はありますが、ALOM CMT コマン
ドと類似するコマンドを使用できます。ALOM CMT 互換シェルは ILOM インタ
フェースであることを覚えておいてください。ILOM CLI と ALOM CMT 互換 CLI 
の比較については、43 ページの「ILOM コマンドと ALOM CMT コマンドの比較」
で説明します。また、保守に関連する ALOM CMT 互換シェルコマンドについて
は、『Sun Blade T6320 Server Module Service Manual』を参照してください。

ILOM コマンドと ALOM CMT コマンド
の比較
以降の表に、ALOM CMT とデフォルトの ILOM CLI のコマンドセットの比較を示し
ます。表 B-2 には、サポートされている ALOM CMT コマンドオプションのみが記
載されています。対応する ILOM プロパティーが存在しない ALOM CMT コマンド
行引数は、省略されています。ALOM CMT 互換シェルのコマンドセットでは、
ALOM CMT でサポートされているコマンドおよび引数と非常によく似た同等のコマ
ンドおよび引数が提供されています。また、保守に関連する ALOM CMT 互換シェ
ルコマンドについては、『Sun Blade T6320 Server Module Service Manual』を参照
してください。

注 – ALOM CMT 情報コマンドを表示すると、デフォルトでは、その出力が簡潔形
式に制限されていますが、コマンドに -v フラグを指定することによってより詳細な
出力が提供されます。ILOM の show コマンドには、簡潔出力形式がありません。常
に、詳細出力が提供されます。
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.

表 B-2 機能別 ALOM CMT シェルコマンド (対応する ILOM コマンドあり)

ALOM CMT コマンド 概要 対応する ILOM コマンド

構成コマンド

password 現在のユーザーのログイ

ンパスワードを変更しま
す。

set /SP/users/username password 

restartssh ssh-keygen コマンドに
よって生成された新しい

ホスト鍵が再ロードされ
るように、SSH サーバー

を再起動します。

set /SP/services/ssh restart_sshd_action=
true 

setdate [[mmdd]HHMM 
|mmddHHMM[cc]yy][.SS]

ALOM CMT の日付およ

び時刻を設定します。

set /SP/clock datetime=value 

setdefaults [-a] すべての ALOM CMT 構
成パラメータをデフォル
ト値にリセットします。-
a オプションを指定する
と、ユーザー情報が出荷

時のデフォルト (1 つの 
admin アカウントのみ) に
リセットされます。

set /SP reset_to_defaults=configuration 
set /SP reset_to_defaults=all 

setkeyswitch 
[normal|stby|diag|
locked] 

仮想キースイッチの状態
を設定します。仮想キー

スイッチをスタンバイ 
(stby) に設定すると、

サーバーの電源が切断さ
れます。ホストサーバー

の電源を切る前に、
ALOM CMT によって電

源切断の確認が求められ
ます。

set /SYS keyswitch_state=value 

setsc [param] [value] 指定した ALOM CMT パ
ラメータに割り当てる値
を設定します。

set target property=value 

setupsc 対話型の構成スクリプト
を実行します。このスク

リプトでは、ALOM CMT 
構成変数が設定されま

す。

ILOM での対応なし
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showplatform [-v] ホストシステムのハード

ウェア構成に関する情報
と、そのハードウェアが

サービスを提供している
かどうかを表示します。-
v オプションを指定する
と、表示されているコン

ポーネントに関する詳細
情報が表示されます。

show /HOST 

showfru ホストサーバー内の現場

交換可能ユニット (FRU) 
に関する情報を表示しま

す。

ILOM の show コマンドを使用して、静的 FRU 情報を

表示します。動的 FRU 情報については、ALOM CMT 
の showfru コマンドを使用してください。

showusers [–g lines] ALOM CMT に現在ログ

インしているユーザーの
リストを表示します。こ

のコマンドの表示書式
は、UNIX コマンド who 
の表示書式と類似してい
ます。-g オプションを指

定すると、lines で指定し
た行数を表示するたびに

表示を一時停止します。

show /SP/sessions 

ILOM には -g に相当するオプションはありません。

showhost [version] ホスト側のコンポーネン
トのバージョン情報を表

示します。version オプ
ションを指定すると、オ

プションを指定しない場
合の showhost コマンド

と同じ情報が表示されま
す。

show /HOST 

showkeyswitch 仮想キースイッチの状態
を表示します。

show /SYS keyswitch_state 

showsc [param] 現在の非揮発性の読み取
り専用メモリー 
(NVRAM) の構成パラ
メータを表示します。

show target property 

showdate ALOM CMT の日付を表
示します。ALOM CMT 
の時刻は、現地時刻では

なく協定世界時 (UTC) で
表現されます。Solaris OS 
と ALOM CMT の時刻は
同期化されません。

show /SP/clock datetime 

表 B-2 機能別 ALOM CMT シェルコマンド (対応する ILOM コマンドあり) (続き)

ALOM CMT コマンド 概要 対応する ILOM コマンド
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ssh-keygen –l 

ssh-keygen -r  

ssh-keygen –t 
{rsa|dsa} 

Secure Shell (SSH) ホスト

鍵を生成し、ホスト鍵
フィンガープリントを SC 
に表示します。

show /SP/services/ssh/keys rsa|dsa 

set /SP/services/ssh 
generate_new_key_action=true 

set /SP/services/ssh generate_new_key_type=
[rsa|dsa] 

usershow [username] すべてのユーザーアカウ
ント、アクセス権レベ

ル、およびパスワード割
り当ての有無を示すリス

トを表示します。

show /SP/users 

useradd username ALOM CMT にユーザー

アカウントを追加しま
す。

create /SP/users/username

userdel username

userdel –y username

ALOM CMT からユー
ザーアカウントを削除し
ます。-y オプションを使

用すると、確認の質問を
スキップできます。

delete /SP/users/username 

delete -script /SP/users/username

userpassword 
[username]

ユーザーのパスワードを
設定または変更します。

set /SP/users/username password 

userperm [username] [c] 
[u] [a] [r] 

ユーザーアカウントのア
クセス権レベルを設定し

ます。

set /SP/users/username role=permissions

(ここで、permissions は Administrator または 
Operator)

ログコマンド 

showlogs
[-p logtype [p]] 

ALOM CMT RAM イベン
トログに記録されたすべ
てのイベントの履歴、ま

たは持続ログに記録され
たメジャーイベントおよ

びクリティカルイベント
を表示します。-p オプ

ションを指定すると、
RAM イベントログ 
(logtype r) のエントリのみ
を表示するか、持続イベ

ントログ (logtype p) のエ
ントリのみを表示するか

を選択できます。

show /SP/logs/event/list 

ILOM には -g に相当するオプションはありません。

consolehistory 
[-b lines|-e lines|-v]
[-g lines] [boot|run] 

ホストサーバーコンソー

ルの出力バッファーを表
示します。

ILOM での対応なし

表 B-2 機能別 ALOM CMT シェルコマンド (対応する ILOM コマンドあり) (続き)

ALOM CMT コマンド 概要 対応する ILOM コマンド
46  Sun Integrated Lights Out Management 2.0 補足マニュアル Sun Blade T6320 サーバーモジュール • 2008 年 2 月



状態コマンドおよび制御コマンド

showenvironment ホストサーバーの環境状
態を表示します。この情

報には、システムの温
度、電源装置の状態、フ

ロントパネルの LED の状
態、ハードディスクドラ

イブの状態、ファンの状
態、電圧と電流のセン

サーの状態があります。

show -o table -level all /SYS 

shownetwork [-v] 現在のネットワーク構成
情報を表示します。-v オ
プションを指定すると、
DHCP サーバーの情報な

どのネットワークに関す
る追加情報が表示されま

す。

show /SP/network 

console [-f] ホストシステムのコン

ソールに接続します。-f 
オプションを指定する

と、コンソールの書き込
みロックが強制的に別の

ユーザーに移動します。

start /SP/console 

ILOM には -f に相当するオプションはありません。

break [–c] 

break [-D]

ホストサーバー上で動作

している Solaris OS ソフ
トウェアを中断し、
Solaris ソフトウェアが起

動されたモードに応じ
て、OpenBoot PROM ま
たは kmdb に制御を移し
ます。

set /HOST send_break_action=break 

set /HOST send_break_action=dumpcore 

bootmode [normal] 
[reset_nvram] 
[config=configname] 
[bootscript=string] 

ホストサーバーの 
OpenBoot PROM ファー

ムウェアの起動方法を制
御します。

set /HOST/bootmode property=value

(ここで、property は state、config、または 
script) 

表 B-2 機能別 ALOM CMT シェルコマンド (対応する ILOM コマンドあり) (続き)

ALOM CMT コマンド 概要 対応する ILOM コマンド
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flashupdate -s IPaddr 
-f pathname [-v] 

ホストファームウェアお

よび ALOM CMT ファー
ムウェアの両方のシステ

ムファームウェアをダウ
ンロードおよび更新しま

す。ILOM では、ipaddr は 
TFTP サーバーである必要

があります。DHCP が使
用されている場合、ipaddr 
は TFTP ホストの名前に置

き換えることができま
す。

load -source tftp://ipaddr/pathname

reset [-c]

reset [–y] [–c] 

ホストサーバーでハード
ウェアリセットを生成し

ます。-y オプションを使
用すると、確認の質問を

スキップできます。

reset /SYS 

reset -script /SYS 

powercycle [-y] [-f] 
powercycle -y

powercycle -f

poweroff のあとに 
poweron を実行します。
-f オプションを指定する

と、poweroff が強制的
に即時に実行されます。-f 
オプションを指定しない
場合は、正常な停止が試
行されます。

stop /SYS 
start /SYS 
stop -script /SYS 
start -script /SYS 
stop -force /SYS 
start -force /SYS 

poweroff

poweroff -y

poweroff -f

ホストサーバーの主電源
を切ります。-y オプショ

ンを使用すると、確認の
質問をスキップできま

す。ALOM CMT は、正
常なサーバーの停止を試

行します。-f オプション
を指定すると、即時停止

が強制的に行われます。

stop /SYS 

stop -script /SYS 

stop -force /SYS 

poweron ホストサーバーまたは 
FRU の主電源を入れま
す。

start /SYS 

setlocator [on|off] サーバーのロケータ LED 
をオンまたはオフに切り
替えます。

set /SYS/LOCATE value=value

showfaults [–v] 現在検出されているシス
テム障害を表示します。

show /SP/faultmgmt 

表 B-2 機能別 ALOM CMT シェルコマンド (対応する ILOM コマンドあり) (続き)

ALOM CMT コマンド 概要 対応する ILOM コマンド
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clearfault UUID 手動でシステム障害を修

復します。

set /SYS/component clear_fault_action=true

showlocator ロケータ LED の現在の状

態がオンまたはオフのい
ずれであるかを表示しま

す。

show /SYS/LOCATE 

removeblade サービスプロセッサのタ

スクを一時停止して、青
色の取り外し可能 LED を
点灯します。これは、ブ

レードを安全に取り外せ
ることを示しています。

set /SYS prepare_to_remove_action=true 

unremoveblade 取り外し可能 LED が消灯
し、サービスプロセッサ

の状態が元に戻ります。

set /SYS return_to_service_action=true

FRU コマンド

setfru –c data -c オプションを使用する
と、システムのすべての 
FRU にインベントリコー
ドなどの情報を格納でき

ます。

set /SYS customer_frudata=data

showfru [–g lines] 
[–s|–d] [FRU] 

ホストサーバー内の FRU 
に関する情報を表示しま
す。

ILOM の show コマンドを使用して、静的 FRU 情報を

表示します。

removefru [–y] [FRU] 電源装置などの FRU を取
り外す準備をします。-y 
オプションを使用する

と、確認の質問をスキッ
プできます。

set /SYS/PS0 prepare_to_remove_action=true 

自動システム回復 (Automatic System Recovery、ASR) コマンド

enablecomponent
asr-key 

asr-db ブラックリストか

らコンポーネントを削除
します。

set /SYS/component component_state=enabled

disablecomponent
asr-key 

asr-db ブラックリストに
コンポーネントを追加し

ます。

set /SYS/component component_state=
disabled

showcomponent asr-key システムコンポーネント

およびそのテスト状態 
(ASR 状態) を表示しま
す。

show /SYS/component component_state

表 B-2 機能別 ALOM CMT シェルコマンド (対応する ILOM コマンドあり) (続き)

ALOM CMT コマンド 概要 対応する ILOM コマンド
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ALOM CMT 変数と ILOM プロパティー
の比較
表 B-1 に、ALOM CMT 変数および ILOM プロパティーを比較できるように示しま
す。この比較は、1 対 1 のマッピングを示すものではありません。ILOM プロパ
ティーを理解するには、ILOM 自身のコンテキストでこれらの ILOM プロパティー
を参照することが必要です。

clearasrdb asr-db ブラックリストか

らすべてのエントリを削
除します。

ILOM での対応なし

その他のコマンド

help [command] すべての ALOM CMT コ
マンドのリスト、および
その構文と機能の概要を

表示します。オプション
としてコマンド名を指定

すると、そのコマンドの
ヘルプを表示できます。

help 

resetsc 

resetsc -y

ALOM CMT を再起動し

ます。-y オプションを使
用すると、確認の質問を

スキップできます。

reset /SP 

reset -script /SP 

userclimode シェルのタイプを shelltype 
に設定します。ここで、
shelltype は default また

は alom です。

set /SP/users/username cli_mode=shelltype

logout ALOM CMT シェルセッ

ションからログアウトし
ます。

exit 

表 B-2 機能別 ALOM CMT シェルコマンド (対応する ILOM コマンドあり) (続き)
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表 B-3 ALOM CMT 変数と対応する ILOM プロパティー

ALOM CMT 変数 対応する ILOM プロパティー

diag_level /HOST/diag level

diag_mode /HOST/diag mode

diag_trigger /HOST/diag trigger

diag_verbosity /HOST/diag verbosity

if_connection /SP/services/ssh state

if_emailalerts /SP/clients/smtp state

if_network /SP/network state

if_snmp /SP/services/snmp

mgt_mailalert /SP/alertmgmt/rules

mgt_mailhost /SP/clients/smtp address

mgt_snmptraps /SP/sevices/snmp v1|v2c|v3 

mgt_traphost /SP/alertmgmt/rules
/SP/services/snmp port

netsc_dhcp /SP/network pendingipdiscovery

netsc_commit /SP/network commitpending

netsc_enetaddr /SP/network macaddress  

netsc_ipaddr /SP/network pendingipaddress

netsc_ipgateway /SP/network pendingipgateway

netsc_ipnetmask /SP/network pendingipnetmask

sc_backupuserdata /SP/policy BACKUP_USER_DATA

sc_clieventlevel 該当なし

sc_cliprompt 該当なし

sc_clitimeout 該当なし

sc_clipasswdecho 該当なし

sc_customerinfo /SP system_identifier

sc_escapechars /SP/console escapechars

sc_powerondelay /SP/policy HOST_POWER_ON_DELAY

sc_powerstatememory /SP/policy HOST_LAST_POWER_STATE

ser_baudrate /SP/serial/external pendingspeed
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ser_data 該当なし

ser_parity /SP/serial/external pendingparity

ser_stopbits /SP/serial/external pendingstopbits

sys_autorestart /HOST autorestart

sys_autorunonerror /HOST autorunonerror

sys_eventlevel 該当なし

sys_enetaddr /HOST macaddress 

表 B-3 ALOM CMT 変数と対応する ILOM プロパティー (続き)

ALOM CMT 変数 対応する ILOM プロパティー
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